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２
月
19
日
、
奥
入
瀬
小
学
校
閉
校
記
念

式
典
が
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
歴
代
校

長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
卒
業
生
、
地
域
の
か

た
が
た
な
ど
関
係
者
約
１
３
０
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　　

奥
入
瀬
小
学
校
は
明
治
37
年
、
法
奥
沢

村
立
法
奥
尋
常
高
等
小
学
校
渕
沢
分
教
場

と
し
て
開
校
、
昭
和
22
年
、
奥
入
瀬
小
学

校
・
奥
入
瀬
中
学
校
に
校
名
が
改
称
さ
れ
、

昭
和
53
年
に
は
中
学
校
が
当
時
の
法
奥
中

学
校
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
30
年
代

に
は
児
童
数
が
約
１
５
０
人
を
超
え
た
時

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
少
子
化
や
校
舎
の

耐
震
調
査
に
よ
る
危
険
性
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
平
成
22
年
度
で
閉
校
。
１
２
０
０

人
を
超
え
る
卒
業
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
小
山
田
市
長
は
「
地
域
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
は
寂
し
い
限
り
だ
と
思
い
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
の
長
い
間
に
培
わ
れ
た

校
風
、
伝
統
は
皆
さ
ん
の
心
に
、
ふ
る
さ

と
の
絆
と
し
て
生
き
続
け
て
い
く
と
思
い

ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て

向
井
博
校
長
は
「
本
校
最
後
の
在
校
生
と

な
っ
た
20
人
の
子
ど
も
た
ち
も
、
奥
入
瀬

小
学
校
で
学
ん
だ
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
、

新
し
い
環
境
の
中
で
一
歩
一
歩
確
実
に
前

進
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
児
童
全
員
で
学
校
の
畑
で
野

菜
を
育
て
た
こ
と
や
、
梅
ジ
ュ
ー
ス
を

作
っ
た
思
い
出
を
発
表
、
最
後
に
校
歌
を

斉
唱
し
て
学
び
舎
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　

閉
校
記
念
式
典
に
参
加
し
た
昭
和
26
年

度
第
５
回
卒
業
生
の
漆
坂
ふ
じ
ゑ
さ
ん
は

「
創
立
70
周
年
記
念
式
典
に
出
席
し
て
以

来
、
今
日
は
30
数
年
ぶ
り
に
訪
れ
ま
し
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
校
舎
は
卒
業
当
時
の
木

造
校
舎
と
は
違
う
が
閉
校
は
残
念
で
す
」

と
学
び
舎
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　　

在
校
生
は
４
月
か
ら
、
法
奥
小
学
校
で

新
た
な
学
校
生
活
を
歩
み
ま
す
。

出席者全員で校歌を斉唱し式典を終えました

児童一人一人が学校の思い出を発表しました

静まりかえった教室
懐かしい写真に見入る出席者
（左）児童一人一人の思い出
や学校の歴史を収めた閉校記
念誌（右）閉校記念式典のし
おり
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